
３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

集会施設の新設、改築、修繕に
対する補助

取組方針 コミュニティ活動の推進

活動指標

町内会等への加入促進の広報
活動

令和７年度

　市と町内会等の相互協力関係を推進し、行政運営の円滑化及び地域社会における住民自治の振興を図るた
め、コミュニティ活動を支援するとともに、町内会活動等への参加の場を確保するため、活動拠点となる集会施
設の整備を促進します。
　また、市民相互の理解を深め、より強い絆を持った地域づくりを推進するため、市内４館のコミュニティセン
ターにおいて、コミュニティの醸成事業を行い、地域コミュニティの充実を図ります。

関連施策

3

単位 区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

翌年度
繰越額

－

実績値 3 3 3
回

3 3

令和５年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 68

【5-1】　市政への参加と地域活動の推進

根拠法令
関連計画

印西市行政協力交付金交付要綱、印西市町内会等
活動費補助金交付要綱、印西市町内会等地区連絡
会活動費補助金交付要綱、印西市コミュニティセン
ターの設置及び管理に関する条例、印西市青年館
の設置及び管理に関する条例及び同条例施行規
則、印西市集会所の設置及び管理に関する条例及
び同条例施行規則、印西市構造改善センターの設
置及び管理に関する条例及び同条例施行規則、印
西市集会施設整備事業補助金交付要綱

指標内容

実施計画事業名 コミュニティ活動の推進 担当部署名 市民活動推進課

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

事業の実施目的
及び概要

単位：円

箇所
目標値 11 11 11 11 11

令和５年度の
事業実績・成果

行政協力交付金、町内会等活動費補助金、町内会等地区連絡会補助金を
交付し、円滑な行政運営及び町内会活動等の活性化を図った。
また、印西市町内会自治会連合会作成の町内会加入促進パンフレットを活
用し、町内会等への加入促進を図った。
町内会等へ集会施設整備事業補助金を交付し、町内会等が管理する集会
施設の整備、充実を図った。青年館の国有地取得１件。
しかしながら、建築資材の物価高騰等により、町内会等において集会施設
の新築に関する意見合意形成が困難であったこと等から、３件の取り下げ
があった。
4館あるコミュニティセンター（指定管理）において市民向けの講座等を実施
するとともに、地域の団体の活動などの場を提供し、地域コミュニティの活
性化を図った。

当初予算 219,274,000円

予算現額 177,107,000円

決算額 157,031,737円

目標値 3 3

実績値 10 11 6

単位：千円
コミュニティセンター講座等事業数 回

目標値 185 187 189 191 193

218令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値 83 147

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・町内会等の活動助成
・町内会等の設立に向けた団体へ
の資料提供
・町内会等への加入促進の広報活
動
・地区集会所の建設費又は修繕費
の助成
・青年館用地買収
・指定管理者によるコミュニティセン
ターの管理運営
・コミュニティセンターの補修工事
・コミュニティセンターの保全改修工
事の設計（永治プラザ）

・町内会等の活動助成
・町内会等の設立に向けた団体へ
の資料提供
・町内会等への加入促進の広報活
動
・地区集会所の建設費又は修繕費
の助成
・指定管理者によるコミュニティセン
ターの管理運営
・コミュニティセンターの保全改修工
事の設計（永治プラザ）

・町内会等の活動助成
・町内会等の設立に向けた団体へ
の資料提供
・町内会等への加入促進の広報活
動
・地区集会所の建設費又は修繕費
の助成
・指定管理者によるコミュニティセン
ターの管理運営
・コミュニティセンターの保全改修工
事（永治プラザ） 集会施設数 箇所

目標値 153 154

目標値

実績値

目標値

実績値

実績値 151 150 157

196 198 200

実績値 194 195 196
町内会等組織数（累計） 団体

コミュニティセンター利用者数 人

コミュニティセンター登録団体数

192 194

事業費 219,274千円 202,000千円 262,000千円

団体
目標値 310 310

実績値

226 182

101,000 101,500 102,000

実績値 46,034 66,890 78,905

目標値 100,000 100,500

320 320

155 156

B　ほぼ目標値どおりである

2-1-12 自治振興費

目標値

成果指標

157

310

実績値 228

B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

選択理由　及び　今後の課題等

２　事業を拡大して実施

・町内会等への補助金等による各種経費負担等の支援や、協力関係の維持に引き続き努める。また
集会施設整備事業補助金については、改築・改修事業及び解体事業について検討する。
・コミュニティセンターは地域コミュニティの拠点の1つとして機能していると考える。指定管理者は利用
者ニーズに合わせた事業を実施する等の施設の活用を図る努力をしており、今後も地域コミュニティの
活性化を図るために事業を継続する。

今後の方向性

６．今後の方向性

③総合的な評価

町内会地区集会所等に要する経費

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである2-1-12 自治振興費 コミュニティセンターの管理運営に要する経費

関係するSDGs

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-12 自治振興費

５．事業に対する評価

町内会等に要する経費
①活動に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

2-1-12 自治振興費 市民活動支援事業
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

B　ほぼ目標値どおりである

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目

②成果に対する評価

６．今後の方向性

事業費 16,914千円 17,400千円 18,100千円

目標値

・指定管理者による市民活動支援
センターの管理運営
・次期市民活動支援センター指定管
理者の指定
・市民活動に関する情報の収集及
び提供
・協働事業の推進
・公益信託印西市まちづくりファンド
事業の支援
・市民活動支援センター移転準備

・指定管理者による市民活動支援
センターの管理運営
・市民活動に関する情報の収集及
び提供
・協働事業の推進
・公益信託印西市まちづくりファンド
事業の支援
・市民活動支援センター移転に伴う
備品整備

目標値

12

10 18 17
成果指標

協働事業の実施件数

今後の方向性

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施
魅力と活力のあるまちづくりのため、市民活動の推進や協働事業の活性化を図れるよう引
き続き事業を継続していく。

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

実績値

実績値

230 240

実績値 199 228

目標値

12 12

実績値

目標値

実績値

200

84 86 88

82

220

件
目標値 80 82

市民活動支援センター登録団
体数

団体
210

まちづくりファンド実施件数 件
目標値 12 12

実績値 83 87

219

実績値

令和７年度（2025年度） 実績値

目標値

令和７年度令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

7 7

翌年度
繰越額

－

9 7

10,500

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度）

関係するSDGs

11,000

7

実績値 7,460 9,307 10,523

目標値 10,000

実績値 6 6 7

指標内容

市民活動支援センター年間利
用者数

取組方針 市民の主体的な活動の支援

活動指標

市民活動推進委員会の開催数

総合戦略

10,000 10,500

単位 区分
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

人

回
目標値

単位：千円 目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・指定管理者による市民活動支援
センターの管理運営
・市民活動に関する情報の収集及
び提供
・協働事業の推進
・公益信託印西市まちづくりファンド
事業の支援

単位：円

令和５年度分　実施計画事業評価票

事業番号 69

実施計画事業名 市民の主体的な活動の支援 担当部署名 市民活動推進課

１．事業の概要

令和５年度の
事業実績・成果

指定管理者による市民活動支援センターの管理運営、市民活動推進委員
会の運営、市民活動に関する情報の収集・提供、企画提案型協働事業の
実施、まちづくりファンドの実施等により、市民活動団体への支援や協働事
業を推進し、市民活動の推進及び活性化を図った。

当初予算 16,914,000円

予算現額 16,912,000円

決算額 16,107,848円

事業の実施目的
及び概要

　市民活動の推進及び活性化を図るため、活動を行うために必要な「場」「資金」「情報」「交流」等に関する
様々な支援策を実施します。

関連施策 【5-1】　市政への参加と地域活動の推進

根拠法令
関連計画

印西市市民活動推進条例
印西市市民活動支援センターの設
置及び管理に関する条例及び同条
例施行規則
市民活動団体（NPO等）との協働を
進めるためのガイドライン



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

市民参加実施状況の公表

取組方針 市民参加意識の向上

活動指標

市民参加推進委員会の開催

令和７年度

　市民が主体的に行政に関わるための基本的な事項を定めた市民参加条例により市民参加を推進し、魅力と
活力のある地域社会の発展に寄与します。

関連施策

1

単位 区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

翌年度
繰越額

－

実績値 1 1 1
回

2 1

令和５年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 70

【5-1】　市政への参加と地域活動の推進

根拠法令
関連計画

印西市市民参加条例及び同条例施
行規則

指標内容

実施計画事業名 市民参加意識の向上 担当部署名 市民活動推進課

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

事業の実施目的
及び概要

単位：円

回
目標値 1 1 1 1 1

令和５年度の
事業実績・成果

・市民参加推進委員会の開催１回
・市民参加実施状況及び実施予定の公表
・市民との協働及び市民参加に関する職員研修１回

当初予算 172,000円

予算現額 172,000円

決算額 53,000円

目標値 1 2

実績値 1 1 1

単位：千円
庁内へ市民参加手続きの周知 回

目標値 2 2 2 2 2

2令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値 2 2

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・市民参加推進委員会の開催
・市民参加実施状況の公表
・庁内への市民参加条例の周知
・市政運営の過程における参加機
会の提供

・市民参加推進委員会の開催
・市民参加実施状況の公表
・庁内への市民参加条例の周知
・市政運営の過程における参加機
会の提供

・市民参加推進委員会の開催
・市民参加実施状況の公表
・庁内への市民参加条例の周知
・市政運営の過程における参加機
会の提供

公募可の審議会等における公
募委員の割合

％
目標値 25 25

目標値

実績値

目標値

実績値

実績値 14 14 17

35 35 35

実績値 26 26 26

公募市民が委嘱されている審
議会等の数

件

市民意見公募手続の平均応募
件数

件

35 35

事業費 172千円 233千円 172千円

目標値

実績値

10 10 10

実績値 7 7 21

目標値 10 10

25 25

B　ほぼ目標値どおりである

目標値

成果指標

25

実績値

C　計画をやや下回る事業実績・成果であった

選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施
市民が行政に興味をもっていただき、率直な意見をいただけるよう、わかりやすい情報の提
供・収集方法の工夫に努める。

今後の方向性

６．今後の方向性

審議会等に対する市民の関心を高めるための情報発信の機会
を増やしていく必要がある。

③総合的な評価

②成果に対する評価 C　目標値をやや下回る
公募委員が委嘱されている審議会等の数や、公募可の審議会
等における公募委員の割合等が目標値に届かなかった。

関係するSDGs

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-6 企画費

５．事業に対する評価

市民参加推進事業
①活動に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目



３．事業実績等

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

情報紙の発行回数

取組方針
男女共同参画社会の実現に向けた

取組の推進/人権尊重の推進

活動指標

講座等の開催数

令和７年度

　市民一人ひとりが、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなくその個性と能力を
十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現のために、人権尊重と男女共同参画意識の醸成を図
るとともに、多様な生き方を実現するための環境整備や、誰もがいかなる差別や暴力を受けることなく安心して
安全に暮らせるための取組等を、男女共同参画プランに基づき総合的に推進します。
　また、すべての人々の人権が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな社会を実現するため、人権擁護委
員と連携を図り、人権教育や啓発講座などの人権擁護活動を総合的に推進します。

関連施策

6

単位 区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

翌年度
繰越額

－

実績値 6 8 10
回

6 6

令和５年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 71

【5-2】　人権尊重と男女共同参画社会の実現

根拠法令
関連計画

男女共同参画社会基本法、配偶者
からの暴力の防止及び被害者の保
護等に関する法律、女性の職業生
活における活躍の推進に関する法
律、印西市男女共同参画プラン、人
権教育及び人権啓発の推進に関す
る法律、人権擁護委員法

指標内容

実施計画事業名
人権尊重の推進と

男女共同参画社会の実現に向けた取組
担当部署名 市民活動推進課

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

事業の実施目的
及び概要

単位：円

回
目標値 2 2 2 2 2

令和５年度の
事業実績・成果

市の男女共同参画推進のため、各種事業の開催、情報紙の発行、ホーム
ページやX（旧Twitter）による情報発信をし、市民への啓発を図った。
令和５年度は、ワークショップや参加者体験型の講座を企画したため、す
べて対面式で行った。
印西市男女共同参画推進委員会を３回開催し、令和６年３月に「第４次印
西市男女共同参画プラン」を策定することができた。引き続き、男女共同参
画を推進していく。

人権教室は、小学校１６校、中学校７校で実施した。実施数は、前年度より
小学校１校、中学校1校増加することができた。また、保護者参観の授業と
して実施した小学校が２校あり、保護者に対しても啓発することができた。
今後も継続して実施していく。

当初予算 4,816,000円

予算現額 4,816,000円

決算額 4,321,955円

目標値 6 6

実績値 2 3 2

単位：千円 目標値

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・男女共同参画プランの進行管理
・主催事業の実施
・啓発資料の掲示及び配布
・情報紙の発行
・男女共同参画推進委員会の開催
・第４次男女共同参画プランの策定
・人権啓発事業の実施

・男女共同参画プランの進行管理
・主催事業の実施
・啓発資料の掲示及び配布
・情報紙の発行
・男女共同参画推進委員会の開催
・男女共同参画センター準備
・人権啓発事業の実施

・男女共同参画プランの進行管理
・主催事業の実施
・啓発資料の掲示及び配布
・情報紙の発行
・男女共同参画推進委員会の開催
・男女共同参画センター開設
・人権啓発事業の実施

審議会等の女性委員比率 ％
目標値 30 30

目標値

実績値

目標値

実績値

実績値 29 30 30

190 190 190

実績値 94 183 354
講座等の参加者数 人

190 190

事業費 4,816千円 1,406千円 1,406千円

目標値

実績値

実績値

目標値

30 30

B　ほぼ目標値どおりである 目標値どおり講座の開催、情報紙の発行をすることができた。

2-1-6 企画費

目標値

成果指標

30

実績値

B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施
令和５年度は、会場がイオンホールの事業や共催事業などで多くの参加者を呼び込むこと
ができた。各事業のターゲット層が参加しやすいよう工夫をし、市民向けの講座を充実させ
ていきたい。

今後の方向性

６．今後の方向性

引き続き講座内容や形式を柔軟に実施できるよう検討し、啓発
を進めていく。

③総合的な評価

人権擁護に要する経費

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

「男女共同参画」をメインテーマに、「防災」や「子育て」といった要素と組
み合わせ、講座を企画した。託児サービスの用意やイベント講座事業を
出入り自由にし、気軽に参加できる工夫をし、講座の参加者は増加し
た。

関係するSDGs

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-6 企画費

５．事業に対する評価

男女共同参画推進事業
①活動に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

事業の実施目的
及び概要

令和５年度の
事業実績・成果

配偶者からの暴力の防止及び被害
者の保護等に関する法律
印西市男女共同参画プラン

24 24

関連施策 【5-2】　人権尊重と男女共同参画社会の実現

根拠法令
関連計画

女性の悩み相談日数

取組方針

女性の生き方や家族の問題などに関する悩みに対し、専門のカウンセラー
による相談を実施して、相談者の悩みが解消するよう努めた。
DV被害者やその他の悩みを抱える女性に対し、関係機関と連携を図りな
がら適切な支援が出来るよう努めた。
緊急避難のための支援金：実績なし

決算額 528,000円

翌年度
繰越額

－

単位 区分

関係するSDGs

令和３年度 令和４年度 令和５年度

令和５年度分　実施計画事業評価票

実施計画事業名 相談支援体制の充実 担当部署名

１．事業の概要
事業番号 72

24 24

実績値 12 12 12

単位：円

子育て支援課 当初予算 570,000円

予算現額 570,000円

日
目標値

令和７年度

回
目標値 1 1 2 2 2

24

令和６年度

12

24

12

24

指標内容

○関係機関との連携を通して相談事業の実施や適切な情報提供などを行い、悩みを抱える女性やDV（配偶
者など暴力）被害者を支援していきます。
○相談者が安全に安心して相談できるよう体制を整備するとともに、専門的知識や経験を有する人材の確保
に努めます。

相談支援体制の充実

女性の悩み相談周知回数

2

実績値 24

回
目標値 12 12

単位：千円
DV被害者支援周知回数活動指標

目標値

12

目標値

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値 1 1

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・女性の悩み相談の実施
・DV被害者の緊急避難の際の金銭
的支援
・関係各課、県女性サポートセン
ター、警察署、民間施設との連携強
化

・女性の悩み相談の実施
・DV被害者の緊急避難の際の金銭
的支援
・関係各課、県女性サポートセン
ター、警察署、民間施設との連携強
化

・女性の悩み相談の実施
・DV被害者の緊急避難の際の金銭
的支援
・関係各課、県女性サポートセン
ター、警察署、民間施設との連携強
化

目標値

女性の悩み相談者数

目標値

実績値

実績値

120 120 120

実績値

女性の悩み相談事業
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

3-1-1 社会福祉総務費

目標値

目標値

実績値

事業費 570千円 570千円 570千円 実績値

DV被害者支援事業

②成果に対する評価 C　目標値をやや下回る 目標値に対して実績が少なかったため。

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

3-1-1 社会福祉総務費

５．事業に対する評価

成果指標

54 81
人

目標値 120 120

実績値

実績値 69

選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施
広報、ホームページ及び個別の相談時等で、相談窓口の周知を図り、月2回（第1、3木曜
日）女性の悩み相談を実施することにより、女性が抱える様々な悩みに対して、解消へと繋
がるような支援を行っていく。

６．今後の方向性

目標が達成できなかったため。C　計画をやや下回る事業実績・成果であった
関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目

③総合的な評価

今後の方向性



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

160 320 480 640 800

実績値 982

2

実績値 - - 2

5

実績値 145

0

目標値 5

- -

５．事業に対する評価

６．今後の方向性

目標値 100 100 100

16,000--目標値
回

100

789 - - -

18,00017,000

-

電子行政推進に要する経費

台

選択理由　及び　今後の課題等

電子申請やキャッシュレス決済の利用件数の伸びが著しかっ
た。

2-1-11 電子計算費

B　ほぼ目標値どおりである

職員の生成AIへの関心が高くChatGPT研修の参加者が多かっ
た。
公共施設予約システムのWEB受付については、窓口で予約を行
う利用者が多かったため、割合が低かった。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

評価値

72

実績値 - - 60

70

150

- -

200 250

9999

-

9999

実績値 100 100 - - -

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目

情報基盤整備に要する経費

②成果に対する評価

今後の方向性

2-1-11
①活動に対する評価 A　目標値を上回る

１　事業を現行のまま継続して実施
システムを導入することによる業務のDXを進めるとともに、職員研修や市民への啓発を行
い、DXに対する意識向上を図っていく。

備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

電子計算費

事業費 447,429千円 403,803千円 403,803千円

パソコン更新率

WEB会議用パソコン購入・更新

職員向け研修参加者数

公共施設予約システムの安定稼働率

・職員向け研修（セキュリティ、ＧＩＳ
等）の実施
・電子申請手続き、ぴったりサービス
の推進
・公共施設予約システムの運用
・公共施設予約システムへのキャッ
シュレス決済実装
・パソコン更新
・複合機更新
・住民情報系プリンタ更新
・RPA等の導入拡大に向けての検討
・キャッシュレス決済導入拡大に向
けての検討
・デジタルデバイド対策の実施
・HPでのＡＩチャットボットの運用
・市民協働投稿サービスの運用
・CIO補佐官の登用

※CIO補佐官とは、ICTの知見を有
する者で、CISO（最高情報セキュリ
ティ責任者：「印西市セキュリティポリ
シー」より）を補佐し、自治体現場の
実務に即して技術導入の判断や助
言を行うことができるデジタル人材
のことをいう。

公開型GISに新規搭載する地図数

活動指標

成果指標

令和７年度（2025年度）

電子申請手続き、ぴったりサービスの手続数

公開型GISの閲覧数

パソコン更新

・職員向け研修（セキュリティ、ＧＩＳ
等）の実施
・電子申請手続き、ぴったりサービス
の推進
・公共施設予約システムの運用
・パソコン更新
・複合機更新
・RPA等の導入拡大に向けての検討
・キャッシュレス決済導入拡大に向
けての検討
・デジタルデバイド対策の実施
・HPでのＡＩチャットボットの運用
・市民協働投稿サービスの運用
・CIO補佐官の登用

・職員向け研修（セキュリティ、ＧＩＳ
等）の実施
・電子申請手続き、ぴったりサービス
の推進
・公共施設予約システムの運用
・パソコン更新
・複合機更新
・RPA等の導入拡大に向けての検討
・キャッシュレス決済導入拡大に向
けての検討
・デジタルデバイド対策の実施
・HPでのＡＩチャットボットの運用
・市民協働投稿サービスの運用
・CIO補佐官の登用年度別の事業計画

（具体的な内容
及び数量）

WEB会議用パソコン貸出

単位：千円 公共施設予約システムのキャッシュレス決済利用
件数

90

実績値 103 197 374

目標値 37 39 8070

延べ台数
目標値

-

実績値 244 273 - - -

50

- - 3

- -

目標値 100

-

150440250240目標値

実績値

延べ人数

％
目標値 99

376

2 2

5

目標値

3,384

実績値 - - 16,971

公共施設予約システムのWEB受付の割合 ％
- - 68

％

台

205

目標値

実績値 100 100

実績値 - -

手続

枚

- - 2,000

令和７年度令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

2 2

2 5 6

4,000

翌年度
繰越額

－

2 2

2

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度）

関係するSDGs

6,000

2

2

実績値 2 2 - - -

目標値

回
目標値

取組方針
ＩＣＴの活用などによる効率的な行政運営

/電子行政の推進

職員向け研修

総合戦略

2 2

単位 区分
基本目標②新しいひとの流れをつくる
基本目標④ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力
的な地域をつくる

回

回
目標値

指標内容

公共施設予約システムの停止を伴う定期メンテナ
ンス

2

実績値

■職員向け研修
　GIS操作研修10/31（34人）、Word、Excel研修11/1（49人）、ChatGPT研修11/15（30人）、
　SmartDiscussion操作研修（動画35人）、LINE研修2/13（26人）、生成AI活用研修2/14,15（38人）
■電子申請手続き、ぴったりサービスの推進
　電子申請手続き（344手続き）、ぴったりサービス（30手続き）
　児童館のイベント募集手続きが大幅に増加
■公共施設予約システムの更新
　オンライン決済、キャッシュレス決済を行えるようにした。
■デジタル田園都市国家構想推進交付金を活用した事業の支援
　児童館入退館システム導入、コンビニ交付サービス（戸籍証明書）拡充事業
■デジタルデバイド対策
　公民館やコミュニティセンターが実施するスマホ講座の開催支援（高齢者向け５回）
■HPでのAIチャットボットの運用　アクセス数12,038件　質問数37,976件
■市民協働投稿サービスの運用　登録者数　266人　投稿数　637件
■CIO補佐官の登用
　いんざいナレッジ活用支援システムの共同開発支援、こどもデータ連携実証実験の支援など

単位：円

令和５年度分　実施計画事業評価票

事業番号 73

実施計画事業名 電子行政の推進 担当部署名 DX推進課

１．事業の概要

令和５年度の
事業実績・成果

当初予算 447,429,000円

予算現額 356,391,000円

決算額 349,373,146円

事業の実施目的
及び概要

　ＩＣＴ分野における技術革新や環境の変化に柔軟に対応しながら、市民生活が向上するよう電子申請手続きや
キャッシュレス決済の拡充などデジタル・トランスフォーメーションに取り組むとともに、並行してデジタルデバイド
対策を講じ、市民の利便性向上に努めます。また、庁内の情報機器などの配備・更新を進めて、高い情報セ
キュリティ水準を維持しながら、業務の安定稼働が図れるよう取り組みます。

関連施策 【5-3】　行政の電子化・情報化の推進

根拠法令
関連計画

印西市DX推進方針



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

ホームページコンテンツ数

取組方針 時代に即した情報発信

活動指標

広報紙発行回数

令和７年度

　市政情報や地域の出来事、まちの魅力などを幅広く発信することを目的に、市ホームページや広報紙につい
ては必要に応じて見直しを図るとともに、SNSや動画など、時代に即した情報発信手段の活用を図ります。

関連施策

24

単位 区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

翌年度
繰越額

－

実績値 24 24 24
回

24 24

令和５年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 74

【5-3】　行政の電子化・情報化の推進

根拠法令
関連計画

印西市広報広聴規則
印西市広報レポーター設置要綱
印西市DX推進方針
印西市市政情報の公表及び提供の
積極的な推進に関する要綱 指標内容

実施計画事業名 時代に即した情報発信 担当部署名 秘書広報課

総合戦略
基本目標②新しいひとの流れをつくる
基本目標④ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力
的な地域をつくる

事業の実施目的
及び概要

単位：円

件
目標値 3,500 3,500 4,500 4,500 4,500

令和５年度の
事業実績・成果

【広報紙発行】
・外部委託により、レイアウト、デザイン、図表等の作成に専門技術を取り
入れ、分かりやすく読みやすい紙面編集に努めた。
・市民の視点を取り入れるため、広報レポーターによる取材記事を掲載し、
市の住み良さや魅力を紹介した。
・新聞未購読世帯へは戸別投函や郵送による配布を行うとともに、駅や郵
便局などへも配置を行った。
・スマートフォンアプリによる広報紙の配信及び周知に努めた。
【ホームページ等】
・インターネットが持つ即時性を活かし、積極的な情報発信に努めた。
・ホームページ操作研修を実施し、適切なコンテンツ作成、アクセシビリティ
の確保について周知を図った。

当初予算 30,640,000円

予算現額 30,640,000円

決算額 28,261,924円

目標値 24 24

実績値 4,418 4,568 4,248

単位：千円
市公式ツイッター発信件数 件

目標値 50 55 450 450 450

260令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値 442 443

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・広報紙の発行（月２回）
・広報紙の新聞折込、郵送、戸別投
函による配付及び各公共施設・駅
などへの配置
・ホームページ、SNS、動画による情
報発信
・ホームページ管理システム操作研
修を実施し内容の充実を図る。

・広報紙の発行（月２回）
・広報紙の新聞折込、郵送、戸別投
函による配付及び各公共施設・駅
などへの配置
・ホームページ、SNS、動画による情
報発信
・ホームページのリニューアル
・ホームページ管理システム操作研
修を実施し内容の充実を図る。

・広報紙の発行（月２回）
・広報紙の新聞折込、郵送、戸別投
函による配付及び各公共施設・駅
などへの配置
・ホームページ、SNS、動画による情
報発信
・ホームページ管理システム操作研
修を実施し内容の充実を図る。

マスコミへの情報提供数 件

広報紙自動配信アプリ登録件数 件
目標値 2,900 3,000

目標値

120 120 120

実績値 113 85 76

目標値 60 65

実績値

実績値 3,998 5,409 7,105

28,800 28,700 28,600

実績値 27,300 25,600 24,700 - -
広報紙発行部数 部

市公式ツイッターフォロワー数 件

広報紙の世帯配布率（アプリ登
録者含む）

29,000 28,900

事業費 30,640千円 34,140千円 30,640千円

％
目標値 - -

実績値

- 62

3,900 4,000 4,100

実績値 4,928 5,463 5,757

目標値 3,700 3,800

66 67

3,100 3,200

C　目標値をやや下回る
ホームページ内のコンテンツ内容を分かりやすく整理する。また、市公式
X（旧Twitter）についても引き続き積極的に活用していく。

目標値

成果指標

3,300

65

実績値 -

B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

選択理由　及び　今後の課題等

２　事業を拡大して実施
広報紙と市ホームページの掲載内容については必要に応じ見直しを図りつつ、ホームペー
ジのリニューアルに向けての検討や準備を進めていく。また、市公式X（旧Twitter）と市公式
ＬＩＮＥについても発信内容を拡大するなどし、引き続き積極的な情報発信に努める。

今後の方向性

６．今後の方向性

広報紙やSNSなど、複数の手段を使い、時代に即した情報発信をしてい
く。

③総合的な評価

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである
広報紙自動配信アプリの登録件数や市公式X（旧Twitter）のフォロワー
数を増やすためにも、広報紙などを使い啓発していく。

関係するSDGs

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-2 文書広報費

５．事業に対する評価

広報活動に要する経費 ①活動に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

１　事業を現行のまま継続して実施
マイナンバーカードの利用促進をしていく。
新たな納付環境の情報収集及び市税の収納率の向上に努めていく。

今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値

4-1-1 保険衛生総務費 後期窓口業務委託に要する経費 ③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

　【国民健康保険特別会計予算】

1-1-1 一般管理費 一般管理事務に要する経費
６．今後の方向性

選択理由　及び　今後の課題等
1-2-1 賦課徴収費 賦課徴収に要する経費

備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-3-1 戸籍住民基本台帳費 窓口事務に要する経費

①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

3-1-3 国民健康保険費 国保窓口業務委託に要する経費 ②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

3-5-1 国民年金総務費 国民年金事務に要する経費

2-1-10 出張所費 中央駅前出張所事務に要する経費

事業費 171,696千円 140,180千円 140,180千円 実績値

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・市民課、国保年金課、中央駅前出
張所窓口の業務委託の実施
・マイナンバーカードの利用促進
・出張所機能の見直しの検討・実施
・コンビニ・マルチペイメント等での収
納業務の継続
・新たな納付環境の情報収集

・市民課、国保年金課、中央駅前出
張所窓口の業務委託の実施
・マイナンバーカードの利用促進
・出張所機能の見直しの検討・実施
・コンビニ・マルチペイメント等での収
納業務の継続
・新たな納付環境の情報収集

・市民課、国保年金課、中央駅前出
張所窓口の業務委託の実施
・マイナンバーカードの利用促進
・出張所機能の見直しの検討・実施
・コンビニ・マルチペイメント等での収
納業務の継続
・新たな納付環境の情報収集

実績値

目標値

31.5 32.0

実績値 26.3 26.7 26.4

31.0

12 14

実績値 11 17.4 35.5

目標値 6 8 10

95.6 95.8 96.0

実績値 95.4 95.8 96.6

実績値

実績値

目標値

目標値

成果指標

市税の収納率 ％
目標値 94.5 94.7

国保口座振替実施率 ％
目標値 30.0 30.5

コンビニ等での証明書（住民票・
印鑑証明書）交付割合

％

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値

単位：千円 目標値

実績値 6 5 5
種類

目標値 5 5 5 5

実績値 23 21 26関係するSDGs

令和７年度

回
目標値 17 17 17

単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

17

5

区分

17

根拠法令
関連計画

第６次行政改革実施計画
印西市DX推進方針

指標内容

マイナンバーカード利用促進の
ための周知

取組方針 窓口サービスなどの充実

活動指標

市税における納付方法等の周
知（広報、HP）

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

翌年度
繰越額

－

単位：円

令和５年度分　実施計画事業評価票

実施計画事業名 窓口サービスなどの充実 担当部署名
市民課、納税課、

国保年金課

１．事業の概要
事業番号 75

令和５年度の
事業実績・成果

・市民課、国保年金課、中央駅前出張所窓口の業務委託の実施
・マイナンバーカードの利用促進
・出張所機能の見直し検討
・多様な方法による市税等の収納業務の実施
・コンビニ、マルチペイメントでの収納業務を継続実施

当初予算 171,696,000円

予算現額 169,622,000円

決算額 167,223,492円

事業の実施目的
及び概要

　感染症の拡大防止に伴う新しい生活様式に対応するなど、市民ニーズに応じた手続きしやすい窓口サービス
を提供するとともに、各種証明書交付の利便性向上を図るため、マイナンバーカードを利用したコンビニ等での
証明書交付サービスを促進します。
　また、これまで提供してきたコンビニ納付や土曜開庁、中央駅前出張所でのサービスを継続させるほか、窓口
の民間委託化や統合化を進め、効率的な窓口サービス体制の構築を図るとともに、市税など公金の納付機会
の更なる充実に努めます。

関連施策 【5-4】　市民サービスの充実



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

市民生活相談（司法書士）毎月
実施

取組方針 各種相談の実施

活動指標

法律相談毎月実施

令和７年度総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

実績値 36

目標値 36

実績値 12 12 12

36

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

36

令和５年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 76

【5-4】　市民サービスの充実

根拠法令
関連計画

人権擁護委員法
行政相談員法

指標内容 区分

単位：千円
市民生活相談（税理士）毎月実施 回

目標値 12 12 12 12 12

12

36

目標値 12 12 12 12 12

36 36

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値 12 12

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・法律相談の実施（月3回）
・市民生活相談（司法書士）の実施
（月1回）
・市民生活相談（税理士）の実施（月
1回）
・人権よろず相談の実施（月1回）
・行政相談の実施（月1回）

・法律相談の実施（月3回）
・市民生活相談（司法書士）の実施
（月1回）
・市民生活相談（税理士）の実施（月
1回）
・人権よろず相談の実施（月1回）
・行政相談の実施（月1回）
・市民相談センター準備

・法律相談の実施（月3回）
・市民生活相談（司法書士）の実施
（月1回）
・市民生活相談（税理士）の実施（月
1回）
・人権よろず相談の実施（月1回）
・行政相談の実施（月1回）
・市民相談センター開設

市民生活相談（司法書士）の利
用者数（年間）

人
目標値 58 72

目標値

実績値

目標値

実績値

実績値 70 68 66

288 288 288

実績値 270 271 267

72

市民生活相談（税理士）の利用
者数（年間）

人

260 288

72

実績値

68

72

実績値

72 72 72

実績値 63 68

事業費 2,091千円 2,091千円 2,091千円

目標値

成果指標

法律相談の利用者数（年間） 人

目標値 58 72

目標値

５．事業に対する評価

市民相談事業に要する経費
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである 予定どおり実施することができた。

2-1-1 一般管理費

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-1 一般管理費

行政相談事業に要する経費

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである 各関係機関と連携し、目標値どおり実施することができた。

１　事業を現行のまま継続して実施 事業を継続して実施していく。

計画どおり実施することができた。

選択理由　及び　今後の課題等

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目

③総合的な評価

今後の方向性

６．今後の方向性

B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

単位：円

関係するSDGs

令和５年度の
事業実績・成果

相談員の派遣元に確認の上、市民はマスク自由着用とし、相談事業を実
施した。相談会場では、窓の換気、相談室のアルコール消毒、相談者と相
談員の間にパーテーションを置くことは継続したため、相談員、相談者共に
安心して事業を実施することができたと思われる。
電話での相談希望や急ぎで相談したいといった問い合わせには、相談者
のニーズに沿って各関係機関を紹介した。

当初予算 2,091,000円

予算現額 2,091,000円

決算額 2,079,429円

翌年度
繰越額

－

回

実施計画事業名 市民相談の実施 担当部署名
市民活動推進課

秘書広報課

単位

　日常生活における悩みや問題について相談を希望する市民に対し、専門的な知識や経験を有する相談員か
ら、相談者が自ら解決するための助言及び他の相談機関の情報を受ける機会を提供することを通じて、市民
生活の向上に資することを目的とし、法律相談や市民生活相談などを実施します。

関連施策

事業の実施目的
及び概要

36
回



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

2-1-1 一般管理費 文書管理の推進事業
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

2-1-1 一般管理費

B　ほぼ目標値どおりである
目標値を下回る結果となったが、各課が公表・提供する市政情
報の件数は前年度に比べ増加した。

2-1-1 一般管理費 総務事務費

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目

情報公開に要する経費

②成果に対する評価

６．今後の方向性

事業費 4,074千円 4,074千円 4,074千円

目標値

・市民への情報の公表・提供の推進
を図るためのホームページの活用
及び行政資料コーナーの充実
・文書ファイリングシステムに係る実
地点検の実施による職員の文書管
理に対する意識向上の促進

・市民への情報の公表・提供の推進
を図るためのホームページの活用
及び行政資料コーナーの充実
・文書ファイリングシステムに係る実
地点検の実施による職員の文書管
理に対する意識向上の促進

目標値

成果指標

市政情報の公表・提供数

今後の方向性

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった 市政情報の公表及び提供の積極的な推進を図る。

選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施
引き続きホームページや行政資料コーナーを活用して、市民の関心の高い情報を積極的に
提供していくこととする。また、既存施設を有効活用し、２０・３０年保存文書の保管場所の確
保を継続して取り組むこととする。

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

実績値

実績値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

1,432 1,490 1,548

1,085
件

目標値 1,316 1,374

目標値

実績値 877 999

実績値

令和７年度（2025年度） 実績値

目標値

令和７年度令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

4 4

翌年度
繰越額

－

4 4

1

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度）

関係するSDGs

1

4

実績値 1 1 1

目標値 1

実績値 4 4 4

指標内容

ファイリングの点検

取組方針 情報公開制度の適正な運用

活動指標

各課情報公表・提供の情報一
覧の公表

総合戦略

1 1

単位 区分
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

回

回
目標値

単位：千円 目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・市民への情報の公表・提供の推進
を図るためのホームページの活用
及び行政資料コーナーの充実
・文書ファイリングシステムに係る実
地点検の実施による職員の文書管
理に対する意識向上の促進

単位：円

令和５年度分　実施計画事業評価票

事業番号 77

実施計画事業名 情報公開制度の適正な運用 担当部署名 総務課

１．事業の概要

令和５年度の
事業実績・成果

情報公開制度の適正な運用を行い、市民への情報の公表・提供の推進を
図るため、ホームページの活用、行政資料コーナーの充実に努めた。ま
た、文書ファイリングシステムについて抽出した３課（大森図書館、教育総
務課、選挙管理委員会）を対象に実地点検を実施し、職員の文書管理に
対する意識の高揚を図った。

当初予算 4,074,000円

予算現額 4,227,000円

決算額 2,938,558円

事業の実施目的
及び概要

  情報公開制度の適正な運用に努めるとともに､公文書の適正な管理を行い、市民への情報公開・情報提供を
積極的に推進します。また、市民への積極的な情報提供を行うための手段である行政資料コーナー（行政資
料室）の整備やホームページへの掲載に努めます。

関連施策 【5-4】　市民サービスの充実

根拠法令
関連計画

印西市情報公開条例



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

取組方針 事務事業の見直しと事務改善の推進

活動指標

キャッシュレス決済端末設置窓
口数

令和７年度

  多様化する行政需要に対応した、将来にわたる持続可能な行政運営を図るため、第６次印西市行政改革大
綱に基づき、BPR（業務改革）の手法やICTを活用した、事務事業の見直しや事務改善を推進します。

関連施策

9

単位 区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

翌年度
繰越額

－

実績値 4 9 23
台

9 9

令和５年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 78

【5-5】　持続可能な行財政経営の実現

根拠法令
関連計画

第６次印西市行政改革大綱
第６次印西市行政改革実施計画

指標内容

実施計画事業名 事務事業の見直しと事務改善の推進 担当部署名 総務課

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

事業の実施目的
及び概要

単位：円

目標値

令和５年度の
事業実績・成果

・キャッシュレス決済端末１４台追加設置
　環境保全課１台・新施設予約システム導入に伴い11台、券売機２台
・キャッシュレス決済利用件数10,311件
・ＲＰＡ　2業務新規開始
　保育園入園に関する電子申請手続き（保育課）
　入札事務に関する資料登録（財政課）
・押印不要とした手続き1,104件
・電子決裁化率（供覧・起案）18.4％

当初予算 1,161,000円

予算現額 1,128,000円

決算額 1,049,844円

目標値 - 9

実績値

単位：千円 目標値

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・ＲＰＡ等の導入による事務改善推
進
・キャッシュレス決済の推進
・行政手続きの押印見直し
・行政文書の電子決裁推進
・行政診断に基づく改善策の実施

※ＲＰＡ…ロボティックプロセスオー
トメーション（Robotic Process
Automation）、通称ＲＰＡは、これま
で人間が行ってきた定型的な作業
を、ソフトウェアのロボットにより自動
化するもの

・ＲＰＡ等の導入による事務改善推
進
・キャッシュレス決済の推進
・行政手続きの押印見直し
・行政文書の電子決裁推進
・行政診断に基づく改善策の実施

・ＲＰＡ等の導入による事務改善推
進
・キャッシュレス決済の推進
・行政手続きの押印見直し
・行政文書の電子決裁推進
・行政診断に基づく改善策の実施

ＲＰＡ利用事業数 件
目標値 2 3

目標値

実績値

目標値

実績値

実績値 3 7 7

3,000 4,000 5,000

実績値 793 5,855 10,311
キャッシュレス決済利用件数 件

押印不要とした手続き数 件

電子決裁化率（供覧・起案）

1,500 1,900

事業費 1,161千円 1,161千円 1,161千円

％
目標値 - 50

実績値

12.6 18.4

960 1,200 1,200

実績値 817 1,067 1,104

目標値 240 720

70 70

5 6

A　目標値を上回る
新施設予約システムの導入に伴うオンライン決済及び窓口の
キャッシュレス決済の開始等に伴い、キャッシュレス端末14台
（本庁1台・出先13台）設置した。

目標値

成果指標

7

60

実績値 -

B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施

定型的かつ反復作業が発生する入力業務や集計業務等について、RPAを活用した自動化の検討を図
り、業務の効率化図る。また、行政診断報告書に基づく業務改善策や人員配置適正化の方向性につ
いて、関係各課と検討し実施していく。電子決裁化率が目標値に比べ、低い数値となっていることか
ら、電子決裁化の推進の働きかけを行っていく。

今後の方向性

６．今後の方向性

キャッシュレス決済やRPA導入を積極的に行い、行政サービス
の向上及び事務の効率化を図ることが出来た。また、行政診断
報告書の公表を行い、業務改善策等について検討を行った。

③総合的な評価

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである
電子決裁化率が目標値を下回っているものの、キャッシュレス決
済の件数、ＲＰＡ利用事業数、押印不要とした手続き数について
は目標値を上回った。

関係するSDGs

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-1 一般管理費

５．事業に対する評価

行政改革に要する経費
①活動に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

2-1-1 一般管理費 職員研修費
①活動に対する評価 A　目標値を上回る

A　目標値を上回る

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目

②成果に対する評価

６．今後の方向性

事業費 4,346千円 4,346千円 4,346千円

目標値

・階層別研修・専門研修・特別研修・
職場研修（ＯＪＴ）等の実施

・職階に応じた階層別の研修では、
適切な時期に研修を実施する。
また各種研修メニューを全職員に紹
介し、積極的に研修の参加を促す。

・階層別研修・専門研修・特別研修・
職場研修（ＯＪＴ）等の実施

・職階に応じた階層別の研修では、
適切な時期に研修を実施する。
また各種研修メニューを全職員に紹
介し、積極的に研修の参加を促す。

目標値

成果指標

階層別研修参加者数

今後の方向性

③総合的な評価 A　計画以上の事業実績・成果であった

選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施
市職員人材育成基本方針に基づき、職員の能力向上を図るため、適切な時期及び受講内
容を研究又は工夫をしながら、引き続き研修の機会と職員の参加を増やしていく。

評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

実績値

実績値

40 40

実績値 38 100

目標値

実績値

目標値

実績値

40

94 93 73

153

40

人
目標値 90 71

専門研修参加者数 人
40

目標値

実績値 78 75

47

実績値

令和７年度（2025年度） 実績値

目標値

令和７年度令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

90 90

翌年度
繰越額

－

90 90

40

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度）

関係するSDGs

40

90

実績値 32 43 46

目標値 40

実績値 105 96 117

指標内容

うち、専門研修数

取組方針 職員の育成

活動指標

研修数

総合戦略

40 40

単位 区分
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

講座

講座
目標値

単位：千円 目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・階層別研修・専門研修・特別研修・
職場研修（ＯＪＴ）等の実施

・職階に応じた階層別の研修では、
適切な時期に研修を実施する。
また各種研修メニューを全職員に紹
介し、積極的に研修の参加を促す。

単位：円

令和５年度分　実施計画事業評価票

事業番号 79

実施計画事業名 職員の育成 担当部署名 人事課

１．事業の概要

令和５年度の
事業実績・成果

　派遣研修・専門研修・特別研修・職場内研修（ＯＪＴ）を実施した。
　階層別研修では、経験年数の基準から職員を指定し、受講を実施した。
　令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の影響をほぼ受けずに各種研
修を実施できたことから、活動指標については、研修数、専門研修数ともに
前年度実績値を上回るとともに、それぞれ目標値を達成することができた。
　同様に、成果指標についても、階層別研修及び専門研修ともに参加者が
増加し、それぞれ、目標値及び前年度実績値を上回ることができた。

当初予算 4,346,000円

予算現額 4,346,000円

決算額 3,037,210円

事業の実施目的
及び概要

  専門的、実務的な知識の習得、政策形成、対人折衝、職務遂行等の能力向上を図り、系統立てた人材育成
を推進することにより、社会情勢の変化や様々な行政課題に対応できる職員を育成し、組織としての総合力を
高めていきます。

関連施策 【5-5】　持続可能な行財政経営の実現

根拠法令
関連計画

印西市職員人材育成基本方針



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

単位 区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

1 1

1
回

目標値 1 1

令和５年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 80

【5-5】　持続可能な行財政経営の実現

根拠法令
関連計画

印西市公共施設等総合管理計画
印西市公共施設適正配置実施方針
印西市公共施設適正配置アクショ
ンプラン
印西市公共施設長寿命化計画
（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏
複合施設整備基本計画

指標内容

取組方針 公共施設マネジメントの推進

事業の実施目的
及び概要

　公共施設の老朽化が進む中で、将来的には人口減少や少子高齢化の進行により、公共施設の更新などに
充当できる財源を確保することが難しくなり、公共施設などを適正に維持することが困難になると予想されてい
ます。したがって、公共施設の更新などの費用負担を軽減するため、公共施設の集約化や複合化などに取り
組み、公共施設保有量の縮減を図ります。
　また、公共施設の維持管理費の縮減や管理運営の効率化を図るため、指定管理者制度の導入などの民間
活用を推進するとともに、取り組みにより生じた公共施設跡地の売却や貸付などにより財源の確保に努めま
す。

関連施策

実施計画事業名 公共施設マネジメントの推進 担当部署名
資産経営課、生涯学習課、
印旛支所市民サービス課

- - -

関係するSDGs

令和５年度の
事業実績・成果

・印西市公共施設等総合管理計画について、令和５年９月に一部改訂を
行った。
・印西市公共施設等総合管理計画及び印西市公共施設適正配置アクショ
ンプランの実施状況等については、所管課からヒアリング等を行い把握し、
進捗管理に努めた。
・指定管理者制度の導入については、指標としていた施設への新規導入を
達成した。
・（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業については、新施
設整備等にかかる建設工事の着工に至った。
・ふれあいセンターいんば大規模改修工事にかかる実施設計を終えた。

当初予算 821,138,000円

予算現額 826,682,000円

決算額 805,837,004円

翌年度
繰越額

－

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

実績値 1 1

令和７年度

1

-

実績値 75 90 100

- - -

印西市公共施設等総合管理計
画の一部改訂

活動指標

進捗管理に関する施設所管課
等ヒアリング

単位：千円 （仮称）千葉ニュータウン中央駅
圏複合施設の民間事業者公募

回
目標値 1 -

％
目標値 100 100

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値 1 -

・公共施設等総合管理計画及びア
クションプランに基づく進捗管理
・指定管理者制度の導入推進
・（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏
複合施設にかかる外構及び道路の
建設
・ふれあいセンターいんば改修及び
複合化工事

目標値

目標値 R32年度までに307,446㎡（H26年度末時点）の
34％を縮減する。

実績値

-

実績値 8 5 3

実績値

実績値

目標値

10 70

実績値 - - -

目標値

・公共施設等総合管理計画及びア
クションプランに基づく進捗管理
・指定管理者制度の導入推進
・（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏
複合施設の設計、建設
・ふれあいセンターいんば改修及び
複合化工事

ふれあいセンターいんば改修
及び複合化工事

％
目標値 - - -

75 100

実績値 - 25 50

指定管理者制度の新規導入 施設
目標値 8 5 3 -

2-1-1

事業費 821,138千円 3,481,536千円 2,354,296千円 実績値

一般管理費 （仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業（総務費）

②成果に対する評価

５．事業に対する評価

成果指標

公共施設の延床面積 ㎡

（仮称）千葉ニュータウン中央駅
圏複合施設の整備

％
目標値 - 25 50

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・公共施設等総合管理計画及びア
クションプランに基づく進捗管理
・指定管理者制度の導入推進
・（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏
複合施設の設計、建設
・ふれあいセンターいんば大規模改
修工事設計

今後の方向性

指定管理者制度の新規導入は指標通り実施され、（仮称）千葉
ニュータウン中央駅圏複合施設の整備についても概ね計画通り
に進められた。

2-1-9 支所費 印旛支所施設管理に要する経費

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値

2-1-1 一般管理費 公共施設等の総合管理に要する経費
①活動に対する評価

実施計画に掲げた事業計画については、いずれも適正に実施さ
れた。

備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

B　ほぼ目標値どおりである
印西市公共施設等総合管理計画の一部改訂については公表を
終えた。

単位：円

６．今後の方向性

9-5-4 公民館費 （仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業（教育費）

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

B　ほぼ目標値どおりである

選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施
引き続き、公共施設等総合管理計画及びアクションプランの進捗管理に努めるとともに、
（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業及びふれあいセンターいんば改修及
び複合化工事を滞りなく進める。



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第３次実施計画）

令和５年度分　実施計画事業評価票

実施計画事業名 公共施設の配置などの適正化の推進 担当部署名 企画政策課

１．事業の概要
事業番号 81

印西市公共施設整備基本方針
印西市公共施設等総合管理計画

指標内容

取組方針 公共施設の配置などの適正化の検討

活動指標

庁内検討組織での検討 回
目標値

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

実績値

目標値

令和５年度の
事業実績・成果

事業の実施目的
及び概要

　市域全体の公共施設の整備について、印西市公共施設整備基本方針に基づき推進を図ります。

関連施策 【5-5】　持続可能な行財政経営の実現

根拠法令
関連計画

令和4年12月に策定した印西市公共施設整備基本方針に基づく進行管理
として、関係各課から提出のあった進捗状況に関する調書をもとにヒアリン
グを実施するとともに、その内容について作業部会にて報告をした。

実績値

当初予算 －

予算現額 －

決算額 －

翌年度
繰越額

－

単位 区分 令和７年度令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

5 5

関係するSDGs 6 6 9

3 3 5

目標値

令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 実績値

単位：千円 目標値

成果指標

公共施設整備基本方針の策定 ％
目標値 100 100

実績値 80 100 -

各施設に係る計画の策定 件

実績値

目標値

実績値

- - -

- -

1 1

実績値 - - 1

目標値 - - 1

実績値

目標値

実績値

目標値

事業費 実績値

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・公共施設整備基本方針に基づく進
行管理

・公共施設整備基本方針に基づく進
行管理

・公共施設整備基本方針に基づく進
行管理

備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

①活動に対する評価 A　目標値を上回る

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値

単位：円

今後の方向性 選択理由　及び　今後の課題等

１　事業を現行のまま継続して実施 引き続き印西市公共施設整備基本方針に基づき進行管理をしていく。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった
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